
39（ 39 ）51巻 1号（2022）

第 52回総務委員会議事要録

日　時： 2021年 7月 17日（土）　13：00～16：40

場　所： Web会議
出席者： 山口進会長，他 15名
1．審議事項

・OPJ 2021の開催方法などについて議論された．
・第 48回冬期講習会の開催方法などについて議論さ
れた．

・第 47回光学シンポジウムの開催案について議論さ
れた．

・「光学」創立 70周年記念特集について議論された．
・会員数の推移について報告され，増員への取り組み
に関して議論された．

2．報告事項
・第 46回光学シンポジウムの開催について
・研究グループ代表者会議・支部運営委員会議につい
て

・「光学」および Optical Reviewの現況について
・OPIE 2021への出展について

第 53回総務委員会議事要録

日　時： 2021年 9月 4日（土）　13：00～16：40

場　所： Web会議
出席者： 山口進会長，他 13名
1．審議事項

・光学論文賞選考結果について承認された．
・光学奨励賞選考結果について承認された．
・光みらい奨励金選考結果について承認された．
・OPJ 2021の開催方法などについて議論された．
・OPJ 2022の開催案について議論された．
・第 47回光学シンポジウムの開催案について議論さ
れた．

・第 48回冬期講習会の開催方法などについて議論さ
れた．

2．報告事項
・「光学」および Optical Reviewの現況について
・海外学会との連携について
・会員数の推移について

第 47回光学シンポジウム「実用的な最先端の光学設

計 /光計測 /光学素子 /光学システム」講演募集

　光学シンポジウムは，光学設計者・技術者の皆様が日頃
の研究，開発の成果を発表し，討論する場として，毎年開
催されています．本年も下記の要領で第 47回光学シンポ
ジウムを開催いたします．多数の皆様の積極的な応募をお
願いいたします．
期　日： 2022年 6月 22日（水）～24日（金）
開催形態： 現地（東京大学生産技術研究所 An棟）とオン

ラインのハイブリッド方式を予定　※チュートリアル
はオンライン開催のみ

主　催： 日本光学会
共　催： 応用物理学会フォトニクス分科会（予定）
応募講演の性格および内容： a）原則として未発表のもの
とします．ただし，既発表のものと一部重複があって
も，光学に関わる新規な内容が含まれていれば発表可
能です．b）内容は，光学システムおよび光学素子の
設計，製作，評価に関連した講演を中心として，日本
光学会の活動の全分野を対象とします．特に，これに
関連した実際的な問題に踏み込んだ講演を歓迎し，ま
た問題提起の講演も認めます．

応募資格： 日本光学会（入会予定含む），応用物理学会，
SPIE，Optica，OSK，および協賛の学協会会員

応募方法： 以下のホームページの講演応募方法をご参照
の上，電子メールにてご応募ください．
URL http://myosj.or.jp/event2/opt_symp/

応募先： 光学シンポジウム実行委員会講演担当
E-mail optsymp47-spk@myosj.or.jp

応募締切： 2022年 3月 7日（月）　必着
予稿提出： 採用した講演については，所定フォーマット

のPDF形式の電子ファイルを提出していただきます．
詳細は，後日案内予定の予稿原稿の書き方，ホーム
ページをご参照ください．

予稿締切： 2022年 4月 18日（月）　必着
問合せ先： ホームページから，または下記連絡先にお願

いします．
実行委員長　野口一能（コニカミノルタ）
E-mail optsymp47-aud@myosj.or.jp

� 日本光学会 news



光学・フォトニクス設計と製造に関する国際学会

ODF’22, 札幌

　ODFは，世界の光学技術者の皆様が日頃の研究成果を
発表・議論する場を設け，光学設計分野の研究推進に寄与
することを目的として開催されています．皆様方の論文投
稿と参加を心よりお待ちしております．
期　日： 2022年 8月 3日（水）～5日（金）
場　所： 札幌コンベンションセンター（札幌市白石区東札

幌 6条 1丁目 1―1）
主　催： 日本光学会光設計研究グループ
カテゴリー： 

Special Session: “Optics for Life Sciences”

Category 1. Optical Design / Simulation / Fabrication

Category 2. Optical Components / Devices

Category 3. Optical Systems

Category 4. New Technologies

投稿受付： 2021年 10月 1日～ 2022年 2月 11日（予定）
応募資格： なし（どなたでも応募できます）
発表方法： 口頭講演もしくはポスター
問合せ先： 近畿日本ツーリストコーポレートビジネス

東京都千代田区神田和泉町 1―13住友商事神田和泉町
ビル
E-mail secretariat@cleopr2022.org　
URL http://www.odf.jp/

第 162回微小光学研究会

　1977年 3月 22日に面発光レーザーが発明された．量産
性や低消費電力，二次元アレイの長所を生かし，今日さま
ざまな機器に応用されており，今後さらなる応用の拡大が
期待されている．発明 45周年を記念して，発明の経緯，
常温連続発振に至るまでの基礎研究やその後の応用研究，
今後の展開について，第一線で活躍されている専門家が詳
説する．（※ 3月 22日は「面発光レーザーの日」として日
本記念日協会より認定されています．）
日　時： 2022年 2月 22日（火）　13：00～17：10

場　所： 東京工業大学すずかけ台キャンパスすずかけ台
ホール 3F（ハイブリッド開催：会場定員 100名，100

名超は Zoomによるオンライン参加）
主　催： 応用物理学会微小光学研究会
協　賛： 日本光学会，オプトロニクス社
参加費： 一般 5,000 円，応用物理学会会員 4,000 円，学

生・シニア 2,000円，学生・シニア応用物理学会会員
1,000円

参加申込： 下記 URLからお申込みください．
http://www.comemoc.com/topics.html

申込期限： 2022年 2月 18日（金）
問合せ先： 高橋浩（上智大学）

電話 03―3238―3419

E-mail hiroshi.takahashi@sophia.ac.jp

URL http://www.comemoc.com/
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日本光学会 newsの掲載申込先：
日本光学会 光学広報担当　E-mail koho@myosj.or.jp
メールの件名に「日本光学会 news原稿」と記載してください．
なお，掲載申込は原則として発行日（10日）から 2か月前の 15日まで，開催日が 1～10日の場合は，
開催日の 3か月前の 15日までにお願いします．
掲載にあたっては，「日本光学会 news」の掲載基準を日本光学会ホームページでご確認ください．
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Transport Control of Optical Carriers Using Pulse Shaping with Instantaneous Arbitrary 
Polarization 

Hironori ITO 

Molecules and electrons have vibrations peculiar to the target material in the terahertz frequency, 

manipulating these vibrations can be used to identify materials, concentration mapping, and control their 

structures and motion. Irradiation of a wider band femtosecond laser pulses can cause more kinds of 

vibrations, while pulse shaping can only select certain vibrations and cause only specific phenomena. In 

this paper, we will introduce unique pulse shaping that controls the instantaneous polarization in one pulse 

in the terahertz frequency, and show that vibration can be controlled with selecting one selection rule, one 

angular momentum, and one frequency. As an example that makes the best use of the features of this pulse 

shaping, we report the novel electron transport of a semiconductor quantum well via the angular 

momentum control of light. 

Key words: pulse shaping, terahertz, Raman scattering, quantum well, spintronics 
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